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﹇
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設
置
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設

置
、運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
、そ
れ
以
外
の
者
に
あ
っ

て
は
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第

一
条
の
二
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
第
四
号
に
、
そ
れ
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
試
験
研

究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
第
一
条
の
二
第

二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
管
理
区
域

第
七
条

令
第
四
条
第
四
項
第
五
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
象
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

令
第
四
条
第
四
項
第
五
号
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
象
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の

一

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の

イ

沸
騰
水
型
軽
水
炉

（
実
用
発
電
用
の
も

の
に
限
り
、
東
京
電

力
株
式
会
社
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
原

子
炉
施
設
の
う
ち
、

一
号
炉
、
二
号
炉
、

三
号
炉
及
び
四
号
炉

を
除
く
。）に
係
る
原

子
炉
の
運
転
等
の
た

め
の
施
設
（
当
該
施

設
が
規
制
法
第
四
十

三
条
の
三
の
六
第
一

項
第
四
号
の
基
準
に

適
合
し
な
い
場
合
又

は
原
子
炉
容
器
内
に

照
射
済
燃
料
集
合
体

が
存
在
し
な
い
場
合

を
除
く
。）

原
子
炉
の
運
転
中
に
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
の
作
動
を
必
要
と
す
る
原
子

炉
冷
却
材
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置

及
び
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
係
る
装
置
並
び
に
こ
れ
ら
と
同
等
の
機
能
を

有
す
る
設
備
（
以
下
「
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
当
該

原
子
炉
へ
高
圧
又
は
低
圧
で
注
水
す
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
注
水
が
直

ち
に
で
き
な
い
こ
と
。

イ

沸
騰
水
型
軽
水
炉

（
実
用
発
電
用
の
も

の
に
限
り
、
東
京
電

力
株
式
会
社
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
原

子
炉
施
設
の
う
ち
、

一
号
炉
、
二
号
炉
、

三
号
炉
及
び
四
号
炉

を
除
く
。）に
係
る
原

子
炉
の
運
転
等
の
た

め
の
施
設
（
原
子
炉

容
器
内
に
照
射
済
燃

料
集
合
体
が
存
在
し

な
い
場
合
を
除
く
。）

原
子
炉
の
運
転
中
に
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
の
作
動
を
必
要
と
す
る
原
子

炉
冷
却
材
の
漏
え
い
が
発
生
す
る
こ
と
。

原
子
炉
の
運
転
中
に
当
該
原
子
炉
へ
の
全
て
の
給
水
機
能
が
喪
失
し
た
場

合
に
お
い
て
、
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
等
の
う
ち
当
該
原
子
炉
へ
高
圧
で
注

水
す
る
も
の
に
よ
る
注
水
が
直
ち
に
で
き
な
い
こ
と
。

原
子
炉
の
運
転
中
に
当
該
原
子
炉
へ
の
全
て
の
給
水
機
能
が
喪
失
し
た
場

合
に
お
い
て
、
全
て
の
非
常
用
の
炉
心
冷
却
装
置
（
当
該
原
子
炉
へ
高
圧
で

注
水
す
る
系
に
限
る
。）に
よ
る
注
水
が
で
き
な
い
こ
と
。

原
子
炉
の
運
転
中
に
主
復
水
器
に
よ
り
当
該
原
子
炉
か
ら
熱
を
除
去
で
き

な
い
場
合
に
お
い
て
、
残
留
熱
除
去
系
に
係
る
装
置
及
び
こ
れ
と
同
等
の
機

能
を
有
す
る
設
備
（
以
下
「
残
留
熱
除
去
系
装
置
等
」
と
い
う
。）に
よ
り
当

該
原
子
炉
か
ら
残
留
熱
を
直
ち
に
除
去
で
き
な
い
こ
と
。

原
子
炉
の
運
転
中
に
主
復
水
器
に
よ
る
当
該
原
子
炉
か
ら
熱
を
除
去
す
る

機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
原
子
炉
か
ら
残
留
熱
を
除
去
す
る

全
て
の
機
能
が
喪
失
す
る
こ
と
。

全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が

三
十
分
以
上
継
続
す
る
こ
と
。

全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が

三
十
分
以
上
（
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
（
以
下
「
原
子
炉
施
設
」
と
い

う
。）に
設
け
る
電
源
設
備
が
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
五
号
）
第
五
十
七
条
第
一
項
及
び
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び

そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制

委
員
会
規
則
第
六
号
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に

は
、
五
分
以
上
）
継
続
す
る
こ
と
。

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

原
子
炉
の
停
止
中
に
原
子
炉
容
器
内
の
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置

（
当
該
原
子
炉
へ
低
圧
で
注
水
す
る
も
の
に
限
る
。）が
作
動
す
る
水
位
ま
で

低
下
し
た
場
合
に
お
い
て
、
全
て
の
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
に
よ
る
注
水
が

で
き
な
い
こ
と
。

原
子
炉
の
停
止
中
に
原
子
炉
容
器
内
の
水
位
が
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置

（
当
該
原
子
炉
へ
低
圧
で
注
水
す
る
系
に
限
る
。）が
作
動
す
る
水
位
ま
で
低

下
す
る
こ
と
。

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

原
子
炉
制
御
室
の
環
境
が
悪
化
し
、
原
子
炉
の
制
御
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
、
又
は
原
子
炉
若
し
く
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
、
原
子
炉
制
御
室
に
設
置
す
る
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
（
以

下
「
原
子
炉
施
設
」
と
い
う
。）の
状
態
を
表
示
す
る
装
置
若
し
く
は
原
子
炉

施
設
の
異
常
を
表
示
す
る
警
報
装
置
の
機
能
の
一
部
が
喪
失
す
る
こ
と
。

原
子
炉
制
御
室
の
環
境
が
悪
化
し
、
原
子
炉
の
制
御
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
、
又
は
原
子
炉
若
し
く
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
に
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
お
い
て
、
原
子
炉
制
御
室
に
設
置
す
る
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
表
示
す
る

装
置
若
し
く
は
原
子
炉
施
設
の
異
常
を
表
示
す
る
警
報
装
置
の
機
能
の
一
部

が
喪
失
す
る
こ
と
。

〜

﹇
略
﹈

〜

﹇
同
上
﹈
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